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(No.639) 第7話 ONE PIECE 

－アニメ「ONE PIECE」の原作と海外版ではタバコの扱いが違う... 

 アニメ「ONE PIECE」のシーンですが、よく見てください。サンジが指に

はさんでいるのはタバコのはずなのに、右側はチュッパチャップスになって

いますよね。  

 じつは、左が日本の原作ですが、右は海外版なのです。同様に下のシーン

でも左の原作で描かれている葉巻が右の海外版では消えています。  

(No.640) 第8話 まずは禁煙から 

－歌丸さんの写真を見てCOPDという病気を知ってもらいたい... 

 息を吸っているのに入ってこない」病気はＣＯＰD（慢性まんせい閉塞性

へいそくせい肺はい疾患しっかん）と呼ばれます。長年喫煙を続けた人の多

くが、この病気にかかります。タバコで傷めつけられた肺は、十分な酸素を

取り込めなくなるからです。  

 息ができない苦しさを想像してみてください、恐ろしいですよね。そんな

目に合わないよう「まずは禁煙から」というポスターです。  

(No.641) 第9話 肺機能の低下 

－60歳代でCOPDになるのはいかにももったいない... 

 タバコを吸い続けると肺機能が低下していきます。進行するとＣＯＰD

（慢性まんせい閉塞性へいそくせい肺はい疾患しっかん）となり、息を吸っ

ているのに酸素が入ってこない状態となります。しかし低下する速度はゆっ

くりなので、はっきり息苦しさを感じるまで気が付きません。  

 そこで、その早期発見のために使われるのが下図にあるスパイロメータと

いう装置で、吸い込んだ息を吐き出す量を計測できます。その量は年齢とと

もに低下しますが、その様子を示した下のグラフを見てください。喫煙しな

い人は６０歳を過ぎてもあまり低下していないのに対し、タバコを吸い続け

ると２５歳をピークに確実に低下し始め６５歳ごろには呼吸困難な状態にな

り、７５歳までに死亡する確率が高くなっています。  

(No.642) 第10話 吸いません 

－煙が見えないサードハンドスモーク... 

 喫煙者の多くは、タバコは健康に良くない事は知っていながら、ニコチン

依存症のために、毎日どこか．で吸い続けています。現代は、有害なタバコ

から人々の健康を守るための法律や条例ができているので、喫煙者は他人に

タバコの被害が及ばない「どこか」で吸わなければなりません。  

 ほとんどの場合、被害とは喫煙者のタバコを吸わされてしまう“受動喫

煙”の事を指します。だから、左のポスターのように、煙がもれない喫煙室

でタバコを吸うのが当たり前になっているので、受動喫煙は防がれているよ

うに思えます。  

 ところが、喫煙室から出てきた喫煙者にはタバコのニオイととも有害物質

が付着しています。すると、周りの人はそのニオイを嗅がされてしまうので

す。この状態は、“三次喫煙”もしくは“残留受動喫煙”または“サードハ

ンドスモーク”と呼ばれます。  
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